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施策の内容

高齢者がいつまでも自立した生活が送れるよう、介護予防に関する高齢者保健福祉施策を充実させるとともに、生きがいづくりや就労、地域
活動などの社会参加を支援します。
また、住み慣れた地域で自分らしく安心して暮らし続けることができるよう、地域包括ケア体制の充実を図るとともに、持続的かつ安定的に
介護保険制度を運営します。

めざす姿
高齢者の生きがいづくりと社会参加が活発で、高齢者の豊かな経験や知識が地域で発揮されています。
医療、介護、予防、住まい、生活支援が包括的に確保され、いつまでも、住み慣れた地域で自分らしく生活できています。

重点事業 在宅重度介護者等タクシー利用助成事業 介護基盤整備事業 介護予防事業
在宅福祉支援事業費 高齢者生きがい事業費 シルバー人材センター運営助成事業費
地域医療介護総合確保基金（介護分）事業費
補助金

一般介護予防事業費 ＜特別会計＞ 包括的支援事業費 ＜特別会計＞

評価

進捗評価 概ね順調 評価の
判断理由

 在宅重度介護者等タクシー利用助成事業では、在宅で生活する重度の要介護者や認知症高
齢者を対象に、令和７年度からタクシー券の交付を行いました。
 介護基盤整備事業では、看護小規模多機能型居宅介護事業所の新設に向け事業所選定を行
いました。一方、小規模多機能型居宅介護施設の整備に係る事業者の公募を行いましたが、応
募がなく不調となりました。
 介護予防事業では、住民主体の運営によるミニデイ（サロン）が新たに２箇所開設される
とともに、スマートフォンアプリを活用した介護支援ボランティアポイント事業の拡充に取り
組みました。
 成果指標が向上していること、構成事業についても継続して実施していることから、「概ね
順調」と判断しました。

施策推進上の課題･
環境変化

 ２０２５年を迎え、後期高齢者の増加などから、認知症高齢者の増加や老々介護、８０５０問題などの複雑化した課題に対応するため、高
齢者保健福祉施策及び地域包括ケア体制の充実が求められています。
 また、今後も中重度の要介護者、認知症高齢者及び医療ニーズが高い高齢者の増加が見込まれ、対応する介護保険サービスに係る基盤整備
が求められる一方で、生産年齢人口の減少による介護人材不足への対応も課題となっています。

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

概ね順調 概ね順調 概ね順調
施策推進の方向性

方向性 継続

総評・今後の施策
推進方針

 生きがいづくりや就労、地域交流活動などの社会参加を進めることで、元気な高齢者を増やし、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられ
るよう地域包括ケアの体制整備を推進します。
高齢者人口の増加を見据え、介護保険サービスの安定的な供給と介護保険制度の円滑な運営を図るため、ニーズに応じたサービス基盤の整
備、介護人材の育成・確保及び給付の適正化を推進します。

成果指標
成果指標名
指標の定義

要介護（要支援）認定率

介護保険の第１号被保険に対す
る要介護（要支援）認定者の割

合

認知症サポーターの人数

認知症サポーター養成講座を受
講しサポーターとなった人の数

老後も住み慣れた地域で安心し
て暮らせると思う市民の割合
市民意識調査で｢そう思う｣｢どち
らかといえばそう思う｣と回答し

た人の割合
重点事業の取組内容

事業名 在宅重度介護者等タクシー利用助成事業

事業内容
在宅で生活する重度の要介護者や認知症高齢者が、福祉タクシーなどを利用して通院や買い物等の外出をする際に、経済的負担と介護者の負
担を軽減するため、タクシー利用助成券を交付します。

令和7年度
計画 実績

タクシー利用助成券の交付 事業の実施 事業の実施

施策構成事業

評価の経過

現状値 Ｒ５
実績値

Ｒ６
実績値

Ｒ７
実績値

Ｒ８
実績値

Ｒ９
実績値

Ｒ９
目標値(方向性)

16.4%
(R4)

16.6% 17.5% 18.4% 18.9%

4,225人
(R3)

4,853人 5,216人 5,491人 5,725人

54.1%
(R4)

53.9% 51.7% 55.7% ↗

取組工程
項 目

1／2



令和7年度
取組内容

 令和７年８月から事業を開始し、対象者にタクシー利用助成券を交付しました。

事業名 介護基盤整備事業

事業内容
介護が必要な状態となっても、住み慣れた地域で安心して生活が送れるよう、必要な介護サービスが受けられる環境を整備するため、地域密
着型サービスの整備を支援します。

令和7年度
計画 実績

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）の整備

運用 運用

小規模多機能型居宅介護施設の整備 事業者選定／整備開始 応募者無し

看護小規模多機能型居宅介護施設の整備 事業者選定／整備 事業者選定

令和7年度
取組内容

●令和６年度より開所した介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）は介護サービスの提供が行われています。
●小規模多機能型居宅介護施設は公募を行いましたが応募者が集まらず不調に終わりました。
●看護小規模多機能型居宅介護施設は、事業者選定を行い、令和７年度中に整備する予定でしたが、建築基準法の改正等の影響から全体の事
業スケジュールに遅れが生じ、竣工に至るまでの工程が順延しました。

事業名 介護予防事業

事業内容
高齢者がいつまでも健康で自立した生活が送れるよう、介護予防の普及啓発や地域での介護予防活動の支援を行うほか、介護予防サポーター
等の育成、介護支援ボランティアを通じた社会参加などのＩＣＴを活用した介護予防を推進します。

令和7年度
計画 実績

ミニデイ(サロン)の運営支援
計43箇所

継続的な支援の実施
計40箇所

継続的な支援の実施

地域ダイヤビック教室の開催 継続的な支援の実施 継続的な支援の実施

ICTを活用した介護予防の推進（介護支援ボラ
ンティアポイント事業の実施を含む）

継続的な実施
事業検証

参加事業所増加の検討

継続的な実施
事業検証

参加事業所増加の検討

令和7年度
取組内容

 ミニデイ（サロン）は、令和6年度の45箇所から7箇所減少したものの、2箇所の新規立ち上げ支援や運営支援を行った結果、合計40箇所で
実施されました。また、住民が主体となって運営するダイヤビック教室へインストラクターを43箇所（延べ851回）派遣するとともに、ダイ
ヤビックインストラクターフォローアップ研修を6回（延べ151人）実施し、人材育成を行いました。介護支援ボランティアポイント事業につ
いては、事業説明会を3回（36人）及び新規事業者向け説明会を2回実施し、新規登録者28人、新規登録事業者が19箇所の増となるなど、介
護予防の推進に取り組みました。

重点事業以外の取組内容

令和7年度
主な取組内容

●令和8年４月からの開所に向け、北部地域包括支援センターの移転整備費を補助し、地域共生社会の新たな地域拠点として、地域住民への
包括的な支援体制の強化を図りました。
●地域包括支援センターが主体となり、市民向けに認知症予防や介護予防に関する講座を開催しました。また、住民主体の通いの場（ダイヤ
ビック教室）において、介護予防のための「体力測定会」や「家族介護教室」を実施しました。
●世界アルツハイマー月間に合わせ「オレンジフェスタ」を開催し、認知症の本人、家族への理解を深め、認知症の方が尊厳ある生活を送る
ための支援体制の構築を図りました。また、チームオレンジの機能強化のため、「認知症サポーターステップアップ研修」を実施しました。
更に「認知症カフェ」においてはボランティアと認知症の本人や家族が交流する機会を設けるとともに、認知症の人同士の繋がりが更なる活
動へと発展するきっかけとなるよう、「本人ミーティング」を実施しました。
●保険給付費の適正化の取組については、給付適正化システムを導入し、不適切な疑いがある給付について、多角的な観点から網羅的に抽出
を行い、対象の事業所に対し、自主点検及び是正の指導を行いました。

取組工程

項 目

取組工程

項 目
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